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平
成
二
十
二
年
度
　
第
四
・
四
半
期

　
偲
ぶ
会

（
３
月
３
１
日

）

※
会
費
納
付
を
行
う

。

（
６
ヶ
月
分

）
郵
送
に
よ
り

。

平
成
二
十
二
年
度
　
第
四
・
四
半
期

青
少
年
育
成
指
導
相
談
室

（
事
務
局
報
告

）

　
個
別
相
談
　
　
　
二
　
件

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
登
校
拒
否
　
０
件

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
い
じ
め
　
　
０
件

　
①
登
校
前
に

、
体
調
が
悪
く
な
る

。

　
②
友
達
が
出
来
な
い

。

　
③
継
続
的
に

、
暴
力
を
受
け
る

。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
そ
の
他
　
　
１
件

　
Ｈ
Ｐ
相
談
件
数
　
　
０
件

心
の
こ
り
を
ほ
ぐ
す

（
連
載

）

「
ス
ト
レ
ス
に
強
い
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
築
き
ま

し
ょ
う

」
・
・
ス
ト
レ
ス
に
強
い
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
た
め

に　
そ
れ
で
は

、
ス
ト
レ
ス
に
強
い
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
と
は
ど
の

よ
う
な
も
の
で
し
ょ
う
か

。
答
え
は
人
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
こ
と

で
し
ょ
う

。
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
は

、
そ
の
人
の
趣
向
や
生
き

方

、
仕
事

、
生
活
に
大
き
く
関
係
し
て
お
り

、
万
人
に
共
通
の

処
方
箋
な
ど
な
い
か
ら
で
す

。
し
か
し

、
こ
こ
で
紹
介
し
て
い

る
方
法
の
中
で

、
自
分
に
合

っ
た
方
法
を
生
活
に
取
り
込
む
こ

と
が
で
き
れ
ば

、
ス
ト
レ
ス
の
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
に
大
き
く
役
立

つ
は
ず
で
す

。

「
自
分
は
ス
ト
レ
ス
な
ど
に
負
け
る
人
間
で
は

な
い

」
「
自
分
は
ス
ト
レ
ス
と
は
無
縁
の
人
間
だ

」
な
ど
と
考

え
ず

、
で
き
る
こ
と
か
ら
今
日
か
ら
で
も
は
じ
め
て
く
だ
さ

い

。
き

っ
と

、
あ
な
た
と
家
族
の
健
康
を
守
り

、
快
適
な
毎
日

や
効
率
的
な
仕
事
運
び
な
ど

、
生
活
の
質
を
高
め
る
の
に
役
立

つ
こ
と
で
し
ょ
う

。

平
成
二
十
二
年
度
　
第
四
・
四
半
期

N
P
O
法
人
全
日
本
護
身
武
道
連
盟
　
理
事
会

第
二
十
二
回
理
事
会

　
日
時
　
平
成
二
十
三
年
一
月
十
日

（
月

）

　
　
　
　
９
：
３
０
～

１
１
；
３
０

　
場
所
　
荒
川
区
南
荒
川
６
の
４
５
の
５

　
　
　
　
荒
川
区
総
合
ス
ポ
ー

ツ
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
会
議
室

　
審
議
事
項

　
　
一
護
身
武
道
演
武
大
会
役
割
分
担
等

　
　
　
最
終
打
ち
合
わ
せ
　
　
確
認
の
件

　
　
・
実
行
委
員
長
の
指
示

、
命
令

、
伝
達

　
　
・
役
員
間
の
意
思
疎
通

、
調
整
等

　
　
二
支
部
開
設

、
宣
伝
活
動
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
確
認
の
件

　
　
三
そ
の
他
の
確
認
事
項

第
二
十
三
回
理
事
会

　
日
時
　
平
成
二
十
三
年
三
月
二
十
日

（
日

）

　
　
　
　
１
５
：
４
０
～

１
８
：
０
０

　
場
所
　
荒
川
区
荒
川
３
・
４
９
・
１

　
　
　
　
　
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

　
　
第
　
会
議
室

　
審
議
事
項

　
　
一
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
全
日
本
護
身
武
道
連
盟
年
間

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
行
事
予
定
　
確
認
の
件

　
　
二
三
事
業
実
行
委
員
長
選
出
　
　
　
確
認
の
件

　
　
三
行
事
実
行
に
伴
う
基
本
取
決
め
　
確
認
の
件

　
　
　
※
合
同
練
習
会

、
合
同
研
修
会

　
　
　
※
他
武
道
参
戦

　
　
　
※
護
身
武
道
演
武
会

　
　
四
支
部
開
設

、
宣
伝
活
動
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
要
旨
確
認
の
件

　
　
五
そ
の
他
の
確
認
事
項

平
成
二
十
二
年
度
　
第
四
・
四
半
期

護
身
武
道
武
道
研
究
会

　
　
　
〈
ス
キ
ル
向
上
へ
の
取
り
組
み
・
研
究
機
関

〉

※
護
身
武
道
・
短
刀
取
り

　ス
ポ
ー
ツ
ア
イ
シ
ン
グ
・
・
・
・
連
続
掲
載

第
１
章
　
ア
イ
シ
ン
グ
と
は
何
か
　
　
　
　
　

（
連
載

）

１
・
３
　
ア
イ
シ
ン
グ
は
万
能
選
手

炎
症
が
起
き
て
い
れ
ば
ア
イ
シ
ン
グ
・
・
・
応
急
処
置
と
し
て
ア
イ
シ

ン
グ
を
用
い
る
場
合

、
そ
の
有
効
な
主
な
け
が
は
以
下
の
通
り
で
す

。

・
捻
挫

（
突
き
指
を
含
む

）

・
肉
離
れ

・
打
撲

・
脱
臼

・
骨
折

実
際
に
ど
の
よ
う
な
け
が
な
の
か

、
そ
の
診
断
は
医
師
に
し
か
で
き
ま

せ
ん

。
で
す
か
ら
正
確
に
言
え
ば

、
上
記
の
よ
う
な
け
が
が
疑
わ
れ
る

場
合
は

、
す
べ
て
ア
イ
シ
ン
グ
が
有
効
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す

。
確

定
的
な
診
断
は
病
院
で
レ
ン
ト
ゲ
ン
を
撮

っ
た
う
え
で
医
師
に
よ

っ
て

な
さ
れ
ま
す
が

、
現
場
で
の
応
急
処
置
と
し
て
は

、
ア
イ
シ
ン
グ
を
し

て
お
い
て
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん

。
大
ま
か
な
目
安
と
し
て
は

、
腫
れ

、

痛
み

、
熱
と
い

っ
た
炎
症
反
応
が
起
き
て
い
る
場
合
は

、
ア
イ
シ
ン
グ

の
対
象
に
な
り
ま
す

。
た
だ
し

、
け
が
の
種
類
に
よ

っ
て
ア
イ
シ
ン
グ

の
具
体
的
な
方
法
は
異
な
り
ま
す

。

「
平
成
二
十
二
年
度
　
第
四
・
四
半
期

N
P
O
法
人
全
日
本
護
身
武
道
連
盟
　
事
務
局

一
法
人
報
告

一
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
事
業
報
告
　
千
葉
県
庁
・
四
月
四
日
提
出
予
定

　
・
前
事
業
年
度
の
事
業
報
告
書

　
・
前
事
業
年
度
の
財
産
目
録

　
・
前
事
業
年
度
の
貸
借
対
照
表

　
・
前
事
業
年
度
の
収
支
計
算
書

　
・
前
事
業
年
度
の
役
員
名
簿

　
・
前
事
業
年
度
の
社
員
の
う
ち
1
0
人
以
上
の
氏
名

二
そ
の
他
減
免
申
請
予
定

　
・
道
府
県
民
税
均
等
割
申
告
書
・
柏
県
税
事
務
所

　
・
市
町
村
税
の
均
等
割
申
告
書
・
我
孫
子
市
役
所
課
税
課

二
講
座
開
設
依
頼
　

（
台
東
区
・
指
定
管
理
者
・
山
武
よ
り

）

　
・
生
涯
学
習
ラ
ー

ニ
ン
グ
ス
ク
エ
ア
講
座

　
　
1
月
1
7
日

（
依
頼
あ
り

）

　
　
1
月
２
６
日

（
必
要
書
類
の
交
付
あ
り

）

　
 
２
月
９
日

（
火

）
関
係
書
類
提
出

（
e
メ
ー

ル
送
信

）

 
※
開
催
予
定

（
根
岸
社
会
教
育
館

）
根
岸
５
・
１
８
・
３

　
　
６
月
８
日

（
水

）
、
１
５
日

（
水

）
、
２
２
日

（
水

）
、
２
９
日

（
水

）

三
東
日
本
大
震
災
へ
の
取
り
組
み
・
・
３
月
２
８
日

（
月

）

　
　

救
援
金
の
振
込
・
・
日
本
赤
十
字
社
宛

平
成
二
十
二
年
度
　
第
四
・
四
半
期

護
身
武
道
研
修
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
〈
身
技
体
の
向
上

、
訓
練

、
確
認
機
関

〉

第
三
十
回
指
導
者
研
修
会

　
日
時
　
平
成
２
３
年
１
月
１
０
日

（
月

）

　
　
　
　
９
：
３
０
～

１
１
；
３
０

　
場
所
　
荒
川
区
南
荒
川
６
の
４
５
の
５

　
　
　
　
荒
川
区
総
合
ス
ポ
ー

ツ
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
第
一
武
道
場

、
第
二
武
道
場

　
研
修
内
容

　
　
　
※
全
体
指
導
の
向
上

　
　
　
　
・
把
握

、
指
示

、
決
断

　
　
　
　
・
報
告

、
連
絡

、
相
談

第
三
十
一
回
指
導
者
研
修
会

　
平
成
２
３
年
３
月
２
０
日

（
日

）

　
場
所
　
荒
川
区
荒
川
３
・
４
９
・
１

 
 
 
 

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

　
　
多
目
的
室

　
日
時
　
１
２
：
２
０
～

１
５
：
２
０

　
研
修
内
容

 
①
固
め
・
極
め
の
実
践

　
②
演
武
大
会
師
範
演
目
確
認

　
③
科
目
外
練
習

 
④
難
解
技
解
説

　
④
そ
の
他

※
参
段
審
査
実
施
　
　
大
関
浩
一
殿

　
・
参
段
・
本
部
指
導
員
　
認
可

平
成
二
十
三
年
度

　

行
事
予
定

　
　
五
月
　
十
五
日

（
日

）
研
修
会
・
理
事
会

　
　
七
月
　
三
十
日

（
土

）
合
同
練
習
会
・
合
同
研
修
会

　
　
　
　
　
三
十
一
日

（
日

）
合
同
練
習
会
・
合
同
研
修
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
理
事
会

　
　
九
月
　
十
八
日

（
日

）
理
事
会

　
　
九
月
二
十
三
日

（
金

）
他
武
道
参
戦
・
研
修
会

　
十
一
月
　
二
十
日

（
日

）
研
修
会
・
理
事
会

　
十
二
月
二
十
六
日

（
月

）
本
部
納
会

平
成
二
十
四
年

　
　
一
月
　
　
八
日

（
日

）
鏡
開
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
護
身
武
道
演
武
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
特
別
研
修
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
理
事
会

　
　
三
月
　
十
八
日

（
日

）
研
修
会
・
理
事
会

　

④
迎
え
・
上
段
打
ち
下
ろ
し

、
交
差
受
け
・
金
的
蹴
上

弐
段
肘
　
肩
固
め
・
手
首
固
め

、
肘
引
き
投
げ

、
手
首

（
固
め

）

極
め

本
部
道
場
　
　
　
　
　
　
 
 
　
　
　
　
舘
　
長

場
所
　
台
東
区
東
上
野
６
の
１
６
の
８

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
上
野
小
学
校
体
育
館

　　

演武大会前の理事会
責任感、緊張感

参
段
審
査
対
象
者
・
・
大
関
浩
一
殿

三
月
二
十
日

（
日

）
審
査
実
施

参
段
・
本
部
指
導
員
　
　
認
可

参
段
昇
段
審
査
に
合
格
し
て

　
本
部
道
場
　
本
部
指
導
員
　
大
関
　
浩
一
 

平
成
2
3
年
3
月
2
0
日

（
日

）
荒
川
区
立
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー

の
多
目
的
室
に
お
い
て

、
受
験
致
し
ま
し
た

。
笠
置
師
範

に
は
御
相
手
を
し
て
頂
き

、
強
力
な
バ

ッ
ク
ア

ッ
プ
を
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

。

お
陰
様
で

、
合
格
を
頂
き
ま
し
た

。
受
験
に
あ
た
り

、
舘
長

、

師
範
の
先
生
方
の
ご
指
導
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

。
 

参
段
の
科
目
は
ど
れ
も
難
易
度
が
高
く

、
舘
長

、
師
範
の
先
生

方
の
ご
指
導
を
受
け
て

、
何
度
も
繰
り
返
し
稽
古
を
続
け
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん

。
そ
の
中
で

、

「
こ
こ
は
こ
う
し
た
方
が
良

い
よ

、
こ
う
い
う
方
法
も
あ
る
よ

、
今
の
良
か

っ
た
よ

、

」
等

分
か
り
や
す
い
ご
指
導
の
中
で

、
自
分
な
り
に
理
解
し

、
習
得

す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
こ
と
と
改
め
て
感
じ
ま
し
た

。
そ
の

為
に
は
何
を
す
べ
き
か
？
や
は
り
無
理
を
せ
ず

、
道
場
へ
足
を

運
び
長
く
続
け
る
こ
と
と

、
楽
し
く
学
ぶ
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま

す

。
そ
れ
は

、
陰
の
技

、
陽
の
技
ひ
と
つ
ひ
と
つ
が

、
６
級
か

ら
始
ま

っ
て
そ
の
後
ま
で
続
く
か
ら
だ
と
私
は
思
い
ま
す

。

こ
こ
に
満
足
す
る
こ
と
な
く

、
今
一
度
科
目
の
復
習
を
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す

。
こ
れ
か
ら
昇
段

、
昇
級
の
受
験
す
る
皆

さ
ん
も

、
ぜ
ひ
各
道
場
で
の
稽
古
を
楽
し
く
続
け
て
く
だ
さ

い

。
そ
し
て

、
技
を
し

っ
か
り
覚
え
て
一
緒
に
上
達
し
て
い
き

ま
し
ょ
う

。

 
最
後
に

、
３
月
１
１
日
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
で
亡
く

な
ら
れ
た
方
々
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
る
と
と
も
に

、

被
災
さ
れ
た
皆
さ
ま

、
ご
家
族

、
な
ら
び
に
ご
関
係
者
の
皆
さ

ま
に

、
心
か
ら
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す

。
 

 
私
自
身
も
ま
ず
は
身
の
回
り
で
自
分
に
出
来
る
こ
と
を
考

え

、
節
電
や
物
を
大
切
に
使
う
こ
と
な
ど
を
見
直
し
て

、
実
行

し
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す

。

　　
　
台
東
区
・
顕
彰
・
上
野
道
場
長
　
瀧
井
正
錬
士

※
台
東
区
が
発
行
し
て
い
る

「
広
報
た
い
と
う
３
月
２
０
日

号

」
で
台
東
区
優
秀
技
能
者
を
表
彰
し
て
お
り

、
伝
統
的
産
業

部
門
６
名
の
う
ち

「
御
簾

」
で
瀧
井
師
範
が
受
賞
さ
れ

、
紹
介

さ
れ
て
お
り
ま
す

。

伝
統
技
術
を
護
る
こ
と
は
並
大
抵
で
は
な
い
と
思
い
ま
す

。
大

変
名
誉
な
こ
と
と
思
い
ま
す

。

「
御
簾

（
み
す

）
・
す
だ
れ
の
伝
統
技
術
を
承
継
し
忠
実
に
も

の
づ
く
り
に
と
励
む
精
神
と

、
日
本
文
化
の
重
要
性
を
次
世
代

に
伝
え
て
い
く
姿
勢
は

、
職
人
の
模
範
と
な

っ
て
い
ま
す

。

」

記
；
大
関

 　
　
　
　
道
場
だ
よ
り

「
東
日
本
大
震
災
に
よ
り
被
災
さ
れ
ま
し
た
方
々
に

、
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す

。
」



ｈｔｔｐ：／／ｗｗｗ.zengoren .org／

護
身
武
道
の
意
義

 
「
護
身
術

」
の
概
念

（
一
般
的

、
論
理
的
に
語
ら
れ
る
共
通
の
考
え
方

）
と

し
て
は

、
身
を
守
る
為
に
身
に
付
け
る
技
と
云
え
る

。
技
の
鍛
錬
や
向
上
の
み

で
あ
れ
ば

、
勝
ち
負
け
こ
だ
わ
り
勝
つ
た
め
に
何
を
す
べ
き
か
を
追
求
し
て
い

く
も
の
に
な
る

。
ル
ー

ル
を
設
け
競
い
合
う
こ
と
に
終
始
し
て
し
ま
う
傾
向
は

否
め
な
い

。
最
強
の
護
身
術
は

、
相
手
よ
り
さ
ら
に
強
力
な
飛
び
道
具
に
な

っ

て
し
ま
う
だ
ろ
う

。

「
護
身
術

」
な
の
に

、
心
等
を
含
む
も
の
で
在
れ
ば

、
武

道
の
持
つ
理
念
を
持
つ
も
の
と
言
え
る
の
だ
ろ
う

。

「
護
身
武
道

」
の
概
念
と

し
て
は

、
身
を
護
る
た
め
に
武
道
の
あ
り
方

、
考
え
方
を
内
在
し
て
い
る
も
の

と
云
え
る

。

「
武
道

」
と
は

、

「
二
つ
の
戈
を
止
め
る
争
わ
ざ
る
道
の
修

行

」
、
古
代
中
国
で
老
子
が
語

っ
た
と
さ
れ
る

「
道

（
タ
オ

）
」
以
来

「
道

」

と
い
う
漢
字
は

、
事
物
や
世
界

、
人
生
等
の
本
質
お
よ
び
本
質
に
迫
ろ
う
と
す

る
生
き
方
を
意
味
す
る

。
武
道
を
通
し
て
人
生
観
や
世
界
観
の
修
行
を
す
る
事

を
意
味
す
る

。
老
子
曰
く

（
万
物
を
万
物
を
し
て
成
り
立
た
せ
て
い
る
の
が

｛
道

｝
と
い
う

、
根
元
の
存
在
な
の
だ
と
主
張
し

、
そ
の

｛
道

｝
と
一
体
化
し

た
生
き
方
こ
そ
理
想
な
の
だ
と
説
い
て
い
る

。
そ
し
て

、

｛
道

｝
に
一
番
近
い

の
が

｛
水

｝
の
あ
り
方
だ
と
し
て

、

｛
水

｝
の
よ
う
に
柔
軟
な
生
き
方
を
目
指

す
べ
き
だ
と
い
う

。

）
倫
理
的
観
念
が
内
在
し
た
も
の
で
あ
り
武
の
下
に
道
が

つ
く
こ
と
に
よ

っ
て
武
道
は
単
な
る
術
で
は
な
い
と
し
た

。

ト
ラ
ブ
ル
や
暴
力
及
び
精
神
的
暴
力

（
各
種
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

）
に
対
し

、
オ

フ

ェ
ン
ス
で
対
抗
し
て
し
ま

っ
て
は

、
何
の
解
決
に
も
な
ら
ず
抗
争
が
エ
ス
カ

レ
ー

ト
し
て
し
ま
い
最
悪
の
状
況
や
状
態
を
招
い
て
し
ま
う
こ
と
に
も
な
り
か

ね
な
い
だ
ろ
う

。
そ
こ
に
生
死
の
境
が
在
る
の
で
あ
れ
ば

、
そ
こ
で
こ
そ
護
身

武
道
で
培

っ
て
き
た
技
を
最
大
限
に
使
い
生
き
抜
く
こ
と
を
第
一
に
考
え
て
い

く
べ
き
だ
と
考
え
る

。

ト
ラ
ブ
ル
や
暴
力
及
び
精
神
的
暴
力

（
各
種
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

）
に
対
し

、
武
道

の
考
え
方
等
が
あ
れ
ば

、
如
何
に
あ
る
べ
き
か
等
を
考
慮
し
抗
争
と
な
ら
な
い

よ
う

「
考
え

」
「
思
い

」
対
応
す
る
べ
き
で
あ
る

。

（
負
け
る
が
勝
ち

、
謝
る

こ
と
も
勇
気
の
い
る
こ
と
等

）
一
呼
吸
お
き
デ
フ

ェ
ン
ス
と
し
て

、
大
き
く
受

け
止
め
る
こ
と
が

、
武
道
を
習
い
覚
え
生
き
る
者
に
は
大
切
で
は
な
か
ろ
う

か

。
血
気
に
は
や
り

、
強
さ
を
誇
示
し
醜
い
生
き
様
を
露
呈
す
る
こ
と
は
な
い

だ
ろ
う

。
発
生
さ
せ
る
要
因

、
場
所

、
状
況
に
身
を
置
く
こ
と
の
な
い
よ
う
に

す
る
こ
と
が

、
最
良
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
こ
と
で
は
あ
る

。

「
如
何
に

生
き
抜
く
か
は

、
如
何
に
死
す
べ
き
か
で
も
あ
る
の
だ
ろ
う

。

」

　
護
身
武
道
の
修
行
と
し
て
技

（
徒
手
空
拳

、
払
い
技

、
抜
き
技

、
逆
技

、
投

げ
技

、
固
め
技

、
極
め
技

、
器
物
法
等
：
技
の
鍛
錬

）
、
心

（
お
だ
や
か
な
心

の
在
り
よ
う

、
思
い
や
る
心

、
人
に
優
し
く
等
：
道
の
探
求

）

　
坦
々
と
生
活
し

、
生
き
抜
く
こ
と
で
あ
る

。
 

舘
長

ひ
た
ち
な
か
教
室

 
 
 
 
 
 

平
戸
師
範

連
絡
先

 
０
９
０
２
７
３
７
０
８
１
２

 
日
時
　
　
　
不
定
期
開
催

（
事
務
局

）
北
関
東
地
域
の
ひ
た

ち
な
か
市
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
復
旧

、
原
子
力
発
電
所
等
日
々
大
変
だ

と
思
い
ま
す

。
仲
間
が
い
ま
す

。

社
会
人
と
し
て
活
躍
し
て
い
る
人
に
と

っ
て

、
練
習
は
厳
し
い
も
の
と

思
い
ま
す

。
そ
れ
に
も
ま
し
て

、
楽
し
み
も
多
く
存
在
し
て
い
る
の
で

す

。

「
仲
間
の
大
切
さ
等
！

」
。
蹴
り
の
ス
キ
ル
が
高
い
川
島
さ
ん

、

形
が
整

っ
て
い
る
中
嶋
さ
ん
個
性
派
集
団
の
集
ま
り
で
す

。
今
年
は

、

こ
こ
に
新
し
い
風
を
入
れ
る
べ
く
宣
伝
活
動
を
展
開
し
た
い
と
思
い
ま

す

。

　
上
野
道
場
　
 
 
 
　
　
瀧
井
師
範

場
所
　
台
東
区
東
上
野
６
の
１
６
の
８

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
上
野
小
学
校
体
育
館

練
習
日
時
　
毎
週
月
曜
日
１
９
：
０
０
～

２
０
：
１
０

　
上
野
道
場
で
は

、
新
年
に
入
り
演
武
大
会
に
道
場
生
全
員
が
参
加
す

る
事
が
出
来
ま
し
た

。
演
武
の
練
習
で
は

、
全
員
が
な
か
な
か
揃
い
ま

せ
ん
で
し
た
が

、
当
日
は
全
員
が
揃
い
精
一
杯
の
演
武
が
出
来
ま
し

た

。
谷
岡
君

、
能
登
屋
君
を
中
心
に
松
本
さ
ん

、
友
也
君

、
達
也
君
兄

弟
そ
し
て
初
出
場
の
根
本
君
み
ん
な
で
頑
張
り
ま
し
た

。

　
二
月
に
は

、
大
関
達
也
君

、
根
本
拓
君
が
審
査
を
受
け
無
事
４
級

、

６
級
に
昇
級
し
ま
し
た

。
夏
季
合
宿
で
は

、
谷
岡

、
能
登
屋
両
君
が

、

初
段
の
審
査
に
の
ぞ
み
ま
す

。
そ
の
他
の
道
場
生
も
よ
り
上
の
級
を
め

ざ
し
練
習
し
て
い
ま
す

。
道
場
生
に
は

、
強
く
な
る
こ
と
以
上
に
何
事

に
も
感
謝
の
気
持
ち

、
思
い
や
り
の
気
持
ち
を
も
て
る
よ
う
指
導
し

、

護
身
武
道
の
精
神
を
伝
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す

。
ま
た

、
一
人
で

も
多
く
の
仲
間
を
台
東
区
に
増
や
す
よ
う
心
が
け
ま
す

。

　
上
野
道
場
　
瀧
井

松
戸
五
香
道
場
　
　
　
 
　
　
　
　
及
川
師
範

場
所
松
戸
市
五
香
西
四
丁
目
二
二
の
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
戸
市
立
松
飛
台
小
学
校
体
育
館

練
習
日
時
　
毎
週
日
曜
日
　
１
7
：
０
０
～

2
0
：
０
０

連
絡
先
０
９
０
７
２
１
７
５
６
６
１

 
松
戸
五
香
道
場
で
は
ま
だ
寒
い
春
の
日
の
夕
方
で
も
元
気
よ
く
頑

張

っ
て
い
ま
す

。
道
場
生
は
冬
を
越
え
て
ま
た
一
段
と
成
長
し
た
よ
う

に
感
じ
ま
す

。
先
般
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
に
お
い
て
多
数
の
方
が

犠
牲
と
な
ら
れ
ま
し
た

。

今
回
の
震
災
を
機
に
館
長
が
良
く
言
わ
れ
る

『
生

き
る
事
が
勝
つ
こ
と

』
を
生
徒
の
み
ん
な
に
伝
え

た
い
と
思
い
ま
す

。
護
身
武

道
を
通
じ
て
そ
の
意
味
を
分

か

っ
て
も
ら
え
れ
ば
と
思
い

ま
す

。

草
加
道
場
　
　
　
　
　
　
大
村
師
範
・
片
倉
師
範

場
所
　
草
加
市
新
栄
町
２
４
３
　
　
新
田
西
公
民
館

練
習
日
時
　
毎
週
日
曜
日
1
７
：
０
０
～

１
９
：
０
０

※
月
一
回
上
野
道
場
へ
の
出
稽
古
を
続
け
て
い
ま
す

。

　

東
葛
道
場
　
 
 
　
　
　
　
　
　
　
長
島
師
範

場
所
　
我
孫
子
市
高
野
山
５
３
７
　
我
孫
子
中
学
校
武
道
場

練
習
日
時
　
毎
週
水
曜
日
　
　
１
9
：
０
０
～

2
１
：
０
０

連
絡
先
０
９
０
８
０
５
７
３
１
０
８

※
二
級
審
査
実
施

（
３
月
３
０
日

）
合
格
　
飯
田
祐
生
殿

 
今
回
は
武
者
小
路
実
篤
の
詩
を
紹
介
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す

。

「
も
う
一
息
　
も
う
一
息
と
い
う
処

で
く
た
ば

っ
て
は
何
事
も
も
の
に
な
ら
な
い
　
も

う
一
息
　
そ
れ
に
う
ち
か

っ
て
も
う
一
息
　
そ
れ

に
も
打
ち
克

っ
て
も
う
一
息
　
も
う
一
息
　
も
う

だ
め
だ
そ
れ
を
も
う
一
息
　
勝
利
は
大
変
だ
　
だ

が
も
う
一
息

」
こ
れ
は
あ
る
著
名
な
武
道
家
が
選
手

時
代
厳
し
い
稽
古
の
苦
し
い
と
き
に
思
い
出
し
て

励
み
に
し
て
い
た
そ
う
で
す

。
も
う
一
息
　
も
う

一
息
の
限
界
の
と
こ
ろ
で
動
け
る
か

、
技
が
出
せ

る
か
で
勝
敗
が
決
ま

っ
て
し
ま
う

。
も
う
一
息
と

い
う
処
で
く
た
ば

っ
て
は
何
事
も
も
の
に
な
ら
な

い

。
学
校
の
勉
強
や
仕
事
な
ど
に
も
あ
て
は
ま
る

と
思
い
ま
す

。
み
な
さ
ん
も
参
考
に
し
て
く
だ
さ

い

。

(

事
務
局

）

お
母
さ
ん

が
ん
ば
ろ
～

世
田
谷
道
場
　
　
　
　
 
　
　
　
　
笠
置
師
範

場
所
　
世
田
谷
区
桜
丘
２
の
１
の
３
９
桜
丘
中
学
校
格
技
室

練
習
日
時
　
毎
週
日
曜
日
　
　
１
９
：
０
０
～

２
１
：
０
０

　
日
本
だ
け
で
も
数
多
く
の
武
道
や
格
闘
技
が
存
在
し

、
あ
ら
ゆ
る
地
域
で
行

わ
れ
て
い
る
こ
と
を
イ
ン
タ
ー

ネ

ッ
ト
で
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す

。
自
分
が
当

連
盟
以
外
の
サ
イ
ト
を
検
索
し
た
場
合
は
当
然
客
観
的
で
あ
り

、
自
分
が
入
会

す
る
と
し
た
ら
と
い
う
仮
定
や
他
に
対
す
る
比
較
と
し
て
見
て
い
ま
す

。
ホ
ー

ム
ペ
ー

ジ
は
た
い
て
い
が
表
紙
と
な
る
ト

ッ
プ
ペ
ー

ジ
が
最
初
に
き
ま
す

。
そ

し
て
そ
れ
を
見
る
と
そ
の
団
体
の
イ
メ
ー

ジ
ら
し
き
も
の
が
現
れ

、
団
体
の
活

動
内
容
は
ど
の
よ
う
で
あ

っ
て
も

、
印
象
に
深
く
残
る
よ
う
な
写
真
や
言
葉
が

記
載
し
て
い
る
場
合
や

、
デ
ザ
イ
ン
が
優
れ
る
も
の

、
あ
る
い
は
奇
妙
な
も
の

ま
で
様
々
で
す

。
し
か
し
皆
ど
れ
も
真
剣
に
製
作
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
違
い
は

な
く

、
そ
の
中
で
自
分
が
本
当
に
求
め
て
い
る
も
の
と
出
会
え
る
か
と
い
う
こ

と
は

、
実
際
の
稽
古
場
を
覗
か
な
い
限
り
未
知
だ
と
思
い
ま
す

。

　
武
道
や
格
闘
技
の
道
場
を
探
し
て
い
る
人
の
多
く
は

、

｢

強
く
な
り
た
い

｣

と
望
ん
で
い
る
か
ら
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か

。
当
連
盟
に
興
味
を
持

っ
た
人
達

も
た
い
て
い
が
そ
の
よ
う
な
思
い
で
検
索
し
た
こ
と
で
し

ょ
う

。
も
し
も
そ
の

よ
う
な
人
達
か
ら

、
私
達
の
団
体
が
掲
げ
て
い
る

、

｢

人
に
優
し
く

｣

と
い
う

フ
レ
ー

ズ
を
見
た
場
合

、
目
的
に
反
し
て
い
る
も
の
か
戸
惑
わ
せ
て
し
ま

っ
て

い
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん

。

三
鷹
道
場
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
笠
置
師
範

場
所
　
三
鷹
市
北
野
３
の
１
の
５
　
北
野
小
学
校
体
育
館

練
習
日
時
　
毎
週
日
曜
日
　
　
９
：
０
０
～

１
２
：
０
０

 
東
北
地
方
を
中
心
と
し
た
大
規
模
な
地
震
に
遭
わ
れ
ま
し
た
方
々
へ

、
心
よ

り
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す

。
そ
し
て
現
地
で
救
援
活
動
を
さ
れ
て
い
ら

っ

し

ゃ
る
皆
様
方

、
ど
う
か
が
ん
ば

っ
て
下
さ
い

。
応
援
の
メ

ッ
セ
ー

ジ
を
被
災

地
へ
贈
る
こ
と
位
し
か
で
き
ま
せ
ん
が

、
決
し
て
諦
め
ず
に
過
ご
し
て
欲
し
い

と
強
く
願

っ
て
い
ま
す

。

　
震
災
の
日

、
私
の
幼
な
じ
み
は
福
島
第
二
の
原
子
力
発
電
所
の
敷
地
内
で
電

気
の
計
装
の
仕
事
を
し
て
い
ま
し
た

。
危
険
を
感
じ
て
直
ち
に
同
僚
と
共
に
高

台
へ
と
避
難
を
し
た
そ
う
で
す
が

、
あ

っ
と
い
う
間
の
出
来
事
に
も
か
か
わ
ら

ず
無
事
に
生
き
残
れ
た
と
い
う
事
と

、
あ
ま
り
の
残
酷
な
現
実
を
受
け
止
め
る

こ
と
が
で
き
ず

、
翌
朝
東
京
へ
戻

っ
て
か
ら
も

、
暫
く
放
心
状
態
に
陥

っ
て
い

た
そ
う
で
す

。

　
後
日

、
彼
の
勤
め
る
東
京
の
会
社
の
人
が

、
現
地
に
置
き

っ
放
し
に
な

っ
た

道
具
を
こ
ち
ら
へ
届
け
て
下
さ
い

、
と
い
う
一
文
を
送

っ
た
と
い
う
の
で
す

が

、

｢

誰
が

(

あ
の
状
況
で

)

そ
れ
を
受
け
取
る
の
か

｣

と

、
憤
り
を
通
り
越

し

、
あ
き
れ
て
し
ま

っ
た
の
だ
と
話
し
て
い
ま
し
た

。
い
く
ら
テ
レ
ビ
や
新
聞

で
情
報
を
知

っ
て
い
る
と
し
て
も

、
現
地
に
居
な
け
れ
ば
そ
ん
な
程
度
に
し
か

見
ら
れ
な
い
の
だ
ろ
う
か
と
落
胆
し
た
そ
う
で
す

。
確
か
に
生
死
を
分
け
た
瞬

間
と
直
面
し
た
時

、
ど
れ
程
冷
静
沈
着
に
判
断
が
で
き
る
の
か

、
自
分
自
身
不

安
に
思
い
ま
し
た

。
津
波
そ
し
て
火
災

、
ど
れ
ほ
ど
恐
か

っ
た
か
想
像
で
き
ま

せ
ん

。
彼
は

｢

戻
る
場
所
が
あ
る
か
ら
僕
ら
は
い
い

｣

と

。
そ
の
地
に
ゆ
か
り

の
あ

っ
た
人
達
の
思
い
は

、

｢

あ
そ
こ
の
売
店
の
お
ば
さ
ん
･
･
･

｣

と
か

、

ふ
と
思
う
と
胸
が
苦
し
く
な
る
の
だ
そ
う
で
す

。
そ
れ
を
聞
き
悲
し
く
な
り
ま

し
た

。

　
た
だ
ひ
た
す
ら
に

、
私
達
は
私
達
の
で
き
る
こ
と
を
や

っ
て
い
く
こ
と
が
大

切
な
の
で
は
な
い
の
だ
ろ
う
か
と
思
い
ま
す

。
普
段
の
当
た
り
前
と
思

っ
て
い

た
生
活
を
大
事
に
す
る

、
仲
間
を
大
事
に
す
る
と
い
う
こ
と
で
す

。
先
日
の
連

盟
の
理
事
会
に
お
い
て
も

、
公
共
施
設
が
計
画
停
電

、
節
電
の
為
に
使
用
が
で

き
ず
道
場
の
稽
古
が
普
段
の
よ
う
に
行
え
な
い
と
い
う
話
に
な
り
ま
し
た

。
各

道
場
の
先
生
方
も
状
況
を
十
二
分
理
解
し
て
い
な
が
ら
も
と
て
も
悩
ん
で
い
る

の
で
す
が

、
行
え
る
と
き
に
は
必
ず
充
実
し
た
時
間
を
過
ご
す
ん
だ

、
と
い
う

意
思
が
い
か
に
大
事
で

、
ど
れ
ほ
ど
重
要
な
の
か
を
あ
ら
た
め
て
知

っ
た
よ
う

に
思
い
ま
す

。
だ
か
ら
今

、
一
週
間
に
一
度

、
し
か
も
数
時
間
の

、
い
や
数
時

間
を
も
過
ご
せ
る
仲
間
に
感
謝
を
し
た
い
と
感
じ
る
の
で
す

。
こ
の
震
災
で
一

番
ひ
ど
い
地
域
も
い
つ
か
は
必
ず
復
興
し
ま
す

。
誰
か
が
多
く
の
人
た
ち
と
共

に
積
み
上
げ
て
い
く
の
で
し

ょ
う

。
だ
か
ら
私
達
も
護
身
武
道
を
続
け

、
一
週

間
の
う
ち
の
数
時
間
に
命
を
か
け
て

、
一
生
懸
命
に
な

っ
て
取
り
組
ん
で
い
く

べ
き
だ
と
感
じ
る
の
で
す

。
い
つ
か
は
必
ず

、
大
き
な
団
体
に
な
れ
る
と
そ
れ

ぞ
れ
が
信
じ
て
が
ん
ば

っ
て
い
き
ま
し

ょ
う

。

Ｎon Ｐrofit Ｏrganization Ａll Ｊapan Defense Ｍartial Ａrts Ｆederation

（
有

）
亀
屋
酒
店

（
銘
酒
専
門

、
お
中
元

、
お
歳
暮
に

）

三
鷹
市
北
野
３
の
６
の
１
０

　
 
Ｔ
Ｅ
Ｌ

(

０
４
２
２
ー

４
５
ー

５
４
６
０

)

和
菓
子
処
　
八
千
代
堂

本
　
 

店
　
合
羽
橋
通
り
　
Ｔ
Ｅ
Ｌ

(

3
8
4
1

)

3
4
4
1

千
束
店
 
 

千
束
通
り
入
口
Ｔ
Ｅ
Ｌ

(

3
8
7
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)

1
7
0
5

石
川
商
店

（
お
肉
屋
さ
ん

）

台
東
区
入
谷
１
の
９
の
３

（
初
代
会
長
の
お
店

）

　
 
Ｔ
Ｅ
Ｌ

(

３
８
７
３

)

４
７
２
０

瀧
井
商
店

（
す
だ
れ

）

台
東
区
東
上
野
６
丁
目
・
・
会
長
の
お
店

　
 
Ｔ
Ｅ
Ｌ
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３
８
３
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)

０
８
４
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（
有

）
カ
サ
ギ
電
気
工
業

（
電
気
工
事

、
設
計

）

世
田
谷
区
祖
師
谷
２
の
９
の
２
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Ｔ
Ｅ
Ｌ

(

３
４
８
４

）
６
２
８
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有

）
油
屋
商
事

（
エ
ネ
ル
ギ
ー

、
住
宅
設
備

）

ひ
た
ち
な
か
市
笹
野
町
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※
二
級
審
査
実
施

（
１
２
月
１
９
日

）
合
格
　
磯
辺
颯
殿

乱取りの練習に参加

仲間と先生と！！

東
北
太
平
洋
沖
地
震
に
お
い
て

、
亡
く
な
わ
れ
た
方
々
に
心
よ
り
ご

冥
福
を
申
し
上
げ
ま
す

。
ま
た
被
災
さ
れ
た
方
々
に
お
見
舞
い
申
し

上
げ
ま
す

。

私
た
ち
遠
く
離
れ

、
何
を
し
た
ら
良
い
か
迷

っ
て
お
り
ま
す

。
被
災

さ
れ
た
方
々
に
少
し
で
も
心
に
ほ

っ
と
し
た
気
持
ち
を
も

っ
て
い
た

だ
く
に
は
な
に
を
し
た
ら
良
い
か
熟
考
し
て
お
り
ま
す

。
護
身
武
道

の
精
神
は
我
が
身
だ
け
を
思
う
の
で
は
な
く

、
常
に
他
者
の
痛
み
を

思
う
事
と
理
解
し
て
お
り
ま
す

。
僅
か
な
事
し
か
出
来
な
い
か
も
し

れ
ま
せ
ん
が

、
も
う
一
度
こ
こ
ろ
に
問
う
て
み
よ
う
と
思
い
ま
す

。

※
６
級
審
査
実
施
（
２
月
２
８
日

）
合
格
　
根
本
　
拓
殿

※
４
級
審
査
実
施
（
２
月
２
８
日

）
合
格
　
大
関
達
也
殿

自
分
が
強
く
な
り
た
い
と
い
う
目
的
意
識
と

、
他
人
を
優
し
く
す
る
こ
と
に
対

し
て
を
同
時
に
結
び
つ
け
て
し
ま
い

、
誤
解
が
生
じ
て
い
る
お
そ
れ
が
あ
る
か

ら
で
す

。
大
き
な
間
違
い
は
そ
こ
に
あ
り
ま
す

。
私
達
の
武
道
は

、
本
来
は

個
々
が
そ
れ
ぞ
れ
の
場
で
率
先
し
て
活
躍
す
る
人
に
な
れ
る
よ
う
に
と
学
ん
で

い
ま
す
が

、
人
の
上
に
立
て
る
者
あ
る
い
は
立
と
う
と
す
る
人
は

、
相
手
が
ど

の
よ
う
な
こ
と
を
考
え
て
い
る
か
を
知
ろ
う
と
す
る
気
持
ち
を
持

っ
て
い
な
け

れ
ば
い
け
ま
せ
ん

。
私
は
道
場
で
の
稽
古
に
つ
い
て
は
あ
く
ま
で
単
な
る
趣
味

の
一
環
に
過
ぎ
ず

、
皆
が
楽
し
く
行
え
る
こ
と
が
先
決
だ
と
い
う
考
え
方
を
好

む
方
な
の
で
は
あ
り
ま
す
が

、
心
底
は
違
い
ま
す

。
楽
し
い
も
の
を
提
供
し
よ

う
と
す
る
た
め
の
準
備
に
努
め
て
も

、
誰
も
が
早
か
れ
遅
か
れ
内
容
の
深
く
を

知

っ
て
い
く
度
に

、
当
初
の
楽
し
さ
よ
り
薄
れ
て
し
ま
う
時
が
必
ず
あ
る
の
で

す

。
他
の
団
体
に
も
そ
れ
は
同
じ
事
が
言
え
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す

。

だ
か
ら
入
会
時
の
よ
う
な
思
い
を
醒
ま
さ
ず
に
し
て
相
手
を
覚
ま
し
な
が
ら
本

当
の
楽
し
さ
を
伝
承
さ
せ
て
い
く
こ
と
が

、
私
達
師
範
に
と

っ
て
の

｢

人
に
優

し
く

｣

と
い
う
目
標
な
の
だ
と
思

っ
て
い
ま
す

。

必
ず
し
も
入
会
後
の
目
標
が
師
範
に
な

っ
て
道
場
を
開

く
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
の
で
す
が

、
や
り
始
め
れ
ば

多
少
な
り
誰
で
も
人
に
技
な
ど
を
話
し
た
く
な
る
の
が

心
理
で
す

。
そ
う
い
う
こ
と
も
伝
承
で
あ
り
宣
伝
で
す

。

だ
か
ら
人
と
人
が
心
を
拓
い
て
護
身
武
道
に
通
じ
て
い

る
時
こ
そ
が

、

｢

人
に
優
し
く

｣

と
な

っ
て
い
る
時
な
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
と
思
い
ま
す

。

真
土
道
場
　
　
　
中
武
師
範
　
及
川
師
範
　
舘
 

長

場
所
荒
川
区
西
日
暮
里
一
の
五
の
八

　
　
　
　
　
　
　
　
　
荒
川
旧
真
土
小
学
校
三
階
体
育
館

練
習
日
時
　
毎
週
土
曜
日
　
１
０
：
０
０
～

１
２
：
０
０

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
２
：
３
０
～

１
４
：
３
０

真
土
道
場
は

、
そ
れ
ぞ
れ
が
他
武
道
に
お
い
て
経
験
を
積
ん
で
き
た
人

で
す

。
類
は
友
を
呼
ぶ
で
し
ょ
う
か

、
楽
し
く
練
習
に
励
ん
で
い
ま

す

。
年
齢
も
シ
ニ
ア
ク
ラ
ス
で
す
が

、
同
年
代
の
人
た
ち
に
比
べ
相
当

元
気
で
す

。

三鷹魂～～！！

被
災
さ
れ
た
方
々
に

、
元

気
を
送
り
ま
し
ょ
う

。

　
　
　

（
事
務
局

）

明
日
の
連
盟
の
宝

、
優
し
い

心
を
大
切
に
！

元
気
に

、
合
宿
で
会
い
ま
し

ょ
う

。


